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【
叙
勲】
(

3

名）

(
R
4
秋）

（
彦

根）

(
R
4
秋）

（
長

浜）

(
R
5

春）

（
長

浜）

【
藍
綬
褒
章
]

(

5

名）

(
R
4
秋）

（
守

山）

(
R
4
秋）

（
東
近
江）

(
R
4
秋）

（
高

島）

(
R
5

春）

（
大

津）

(
R
5

春）

（
近
江
八
幡）

法
務
大
臣
表
彰

【
保
護
司】
(

10

名）

（
大

津）

井

野

泰

（
大

津）

小

嶋

定

（
草

津）

佐

山

栄

（
甲

賀）

廣

瀬

喜

（
東
近
江）

中

澤

正

孝樹子雄雄

（
大

津）

（
草

津）

法
務
大
臣
感
謝
状

【
更
生
保
護
女
性
会
員】
(

4

名）

（
草

津）

阿

部

テ
イ
子

（
栗

（
東
近
江）

池
之
内

幸

子

（
長

全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰

R

保
護
司〕

（
11
名）

（
大

津）

大

窪

功

真

（
大

津）

横

山

照

泰

東）浜）

（
大

津）

（
大

津）

（
草

津）

（
東
近
江）

（
東
近
江）

黒桂
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英七

男重

平上

井田

房紀

子子

渡上治竹郡

辺阪田村司

ーよ

郎子功子明

和

近
畿
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰

【
保
護
司】
(

25

名）

（
大

津）

大

原

葉

（
大

津）

野

原

（
草

津）

大
久
保

（
草

津）

上

寺

（
甲

賀）

大

澤

（
甲

賀）

松

島

（
甲

賀）

山

尾

（
東
近
江）

松

下

（
近
江
八
幡）

川

口

（
近
江
八
幡）

高

畑

（
彦

根）

大

橋

（
長

浜）

椙

本

（
高

島）

西

川

利一 善数幹道 信和秀

政孝進惣雄男雄静子親子稔男

【
更
生
保
護
女
性
会
員】

(

5

名）

（
草

津）

山

崎

静

子

（
守

（
近
江
八
幡）

西

村

恵
美
子

（
日

（
犬

上）

宮

川

満

子

（
大

津）

（
草

津）

（
草

津）

（
草

津）

（
甲

賀）

（
甲

賀）

（
東
近
江）

（
近
江
八
幡）

（
近
江
八
幡）

（
近
江
八
幡）

（
彦

根）

（
長

浜）

伏大中小梅藤望野西奥宇小

木橋守西村澤月瀬田井野島

和政信久和依惇昌圭さ満和
次 伊よ壽

彦郎子次夫子二子子子美代

【
家
族
功
労
者】
(

3

名）

（
大

津）

河

合

美
知
枝

（
彦

根）

平

田

恵
里
子

（
東
近
江）

（
大

津）

（
大

津）

（
草

津）

（
甲

賀）

（
東
近
江）

（
彦

根）

（
彦

根）

（
長

浜）

（
高

島）

西

澤

美
智
子

拝山安佐橋高山目小
々 山

藤田澤木村田本片田

孝 喜信美
一 久

彦子勝亮郎煎子悟砂

正文

富北大稲永

岡井塚岡井

早和泰義綾

苗子雄證子

山）野）

宏

浜）

青

木

秀

信

木

船

満
千
子

羽

渕

久

晃

（
敬
称
略
・
順
序
不
同）

表
題
の
式
典
が
令
和
五
年
十
月
二
十
六
日
（
木）

滋
賀
県
立
芸
術
劇
場
び
わ
湖
ホ
ー

ル
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た。

当
日 、

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
を、

次
の

と
お
り
紹
介
い
た
し
ま
す。

【
家
族
功
労
者】

（
長

浜）

漢

(

1

名）
敏

子

令
和
五
年
度
更
生
保
護
事
業
関
係
者

顕
彰
式
典
被
表
彰
者
名
簿

（
守

山）

（
東
近
江）

（
彦

根）

（
高

島）

犯
罪
や
非
行
に
つ
い
て
考
え
る
時 、

「
あ
の
人
は、

な
ぜ
罪
を
犯
す
の
だ

ろ
う
か
？

な
ぜ
罪
を
繰
り
返
す
の
だ

ろ
う
か
？」
、

そ
の
よ
う
に
問
い
を

立
て
る
方
は
少
な
く

な
い
で
し
ょ
う。

し
か
し、

「
あ
の
人
は、

な
ぜ
罪
を

犯
さ
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

な
ぜ
罪
を

繰
り
返
さ
な
い
の
だ
ろ
う
か
？」

と

い
う
問
い
を
立
て
る
こ
と
も
で
き
ま

す。

私
た
ち
は
誰
し
も
が
社
会
規
範

や
法
律
を
破
る
可
能
性
が
あ
る
存
在

と
考
え
る
立
場
の
人
々
に
よ
っ
て
発

さ
れ
る
問
い
で
す。

こ
の
立
場
で
な
さ
れ
た
社
会
学

の
研
究
の
一
っ
と
し
て、

ト
ラ
ビ

ス
・

ハ
ー

シ
の
「
社
会
的
絆
（s
o
c
i
a
l

b
o
n
d
s

)

非
行
理
論」

が
挙
げ
ら
れ

ま
す。

ハ
ー

シ
は
犯
罪
や
非
行
を
引

き
と
め
る
要
因
と
し
て、

愛
着
・

上
昇
志
向
・
活
動
参
加
・
信
念
と
い

う
4
つ
の
社
会
的
絆
に
注
目
し
ま
し

た。

罪
を
犯
す
と
「
大
切
な
人
を
失

望
さ
せ
て
し
ま
う」

（
他
者
へ
の
愛

着）
、

「
将
来
が
台
無
し
に
な
っ
て

し
ま
う」

（
上
昇
志
向）

と
思
え
ば 、

犯
罪
や
非
行
は
抑
制
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う。

ま
た、

日
常
で
な
す
べ
き

こ
と
が
充
実
し
て
い
た
り、

社
会
活

龍
谷
大
学
准
教
授

川

中

大

輔

ほ
ど
け
た
社
会
的
絆
を
結
び
直
す

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
理
事
長
表
彰

【
更
生
保
護
女
性
会
員】
(

9

名）

（
大

津）

後

藤

佳

子

（
高

島）

（
野

洲）

辻

川

和

子

（
甲

賀）

（
湖

南）

喜

多

洋

子

（
近
江
八
幅）

（
日

野）

中

野

喜
美
子

（
彦

根）

（
米

原）

山

岸

み
ち
子

烏奥小鈴

居山澤木

雅 章

美豊消子

動
や
ス
ポ
ー
ツ
等
の
余
暇
活
動
が
活

発
で
あ
っ
た
り
す
れ
ば
犯
罪
機
会
を

遠
ざ
け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
（
活

動
参
加）

。

加
え
て、

法
律
や
社
会

規
範
の
倫
理
的
妥
当
性
に
つ
い
て
同

意
し
て
い
れ
ば 、

犯
罪
や
非
行
へ
の

衝
動
は
抑
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
（
信
念）

。

そ
れ
で
は、

こ
う

し
た
社
会
的
絆

が
断
ち
切
れ
て
し
ま
い
や
す
い
の
は、

ど
う
い
う

人
々
で
し
ょ
う
か。

階
級

や
ジ
ェ

ン
ダ
ー 、

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
や

障
害 、

地
域
間
格
差
な
ど
に
よ
っ
て

生
じ

る
社
会
的
不
平
等
の
影
響
が
見

え
て
く

る
こ
と
で
し
ょ
う。

社
会
的

に
周
縁
化
さ
れ
て
い
る
人
々
が
社
会

的
絆
を
形
成
し
て
い
く

た
め
に
何
が

で
き
る
の
か
を
私
た
ち
は
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

も
ち
ろ

ん、

こ
の
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん。

支
援
者
が
ど

れ
だ
け
強
く

望

ん
で
も、

当
事
者
に
は
そ
の
思
い
が

届
か
な
い
こ
と
も
あ
り、

時
に
は
拒

ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す。

当
事
者

と
支
援
者
と
が
時
間
を
共
に
過
ご

す

中
で
関
係
性
を
温
め
な
が
ら、

多
面

的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
で
ほ
ど
け
た
社
会

的
絆
を
結
び
直
し
て
い
く

こ
と
と
な

り
ま
す。

現
在 、

滋
賀
県
更
生
保
護
事
業
協

会
が
休
眠
預
金
活
用
事
業
と
し
て
進

め
て
い
る
「
地
域
の
K
A
N
A
M
E

ネ
ッ

ト
ワ
ー

カ
ー

の
育
成
と
重
層
的

支
援
体
制
構
築
に
よ
る
息
の
長
い
支

援
事
業
（
滋
賀
の
K
A
N
A
M
E
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト）
」

は、

こ
う

し
た
社

会
的
絆
の
結
び
直
し
の
営
み
を
強
め、

ま
た
広
げ
て
い
く

取
組
に
他
な
ら
な

い
で
し
ょ
う。

こ
の
事
業
に
弾
み
を

得
て、

県
内
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い

る
誠
実
な
実
践
が
豊
か
な
も
の
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん。

（
長

連携事例エピソ ー ド
北市

JI!村

博和

子子

再
犯
防
止
民
間
協
力
者
滋
賀
県
知
事
感
謝
状

[
保
護
司】
(

2

名）

（
甲

賀）

山

中

康

近
畿
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

【
保
護
司】
(

19

名）

（
大

津）

宇

野

和

子

（
大

津）

藤

本

秀

治

（
草

津）

櫻

井

浩

司

（
守

山）

千

代

箕
裕
美

（
甲

賀）

松

尾

光

子

（
近
江
八
幅）

村

川

君

代

（
彦

根）

馬

場

和

子

（
長

浜）

福

永

光

信

（
高

島）

小

坂

一

郎

（
高

島）

廣

本

さ
と
み

藤

浪

正

明

比
叙
谷

輝

海

森

地

き
よ
み

西

野

操

小

林

喜
代
子

近
畿
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
感
謝
状

冦
生
保
護
女
性
会
員】

(

17

名）

（
大

津）

野
々
口

弘

子

（
大

津）

村

（
高

島）

大

鉢

佳

子

（
草

津）

臼

（
栗

東）

林

ハ
ク
エ

（
守

山）

今

（
野

洲）

井

ニ―――
江

（
甲

賀）

黄

（
甲

賀）

神

さ
ち
子

（
甲

賀）

松

（
湖

南）

矢

和

子

（
近
江
八
幡）

川

（
東
近
江）

村

せ
つ
子

（
彦

根）

若

（
長

浜）

谷

和

子

（
長

浜）

間

（
米

原）

北

和

子

【
協
力＿
雇
用
主】
(

1

社）

株
式
会
社
ア
バ
ン
セ
コ
ー

ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
関
西
営
業
所

村口田野山狩

[
更
生
保
護
法
人
役
職
員】
(

1

名）

（
滋
賀
好
善
会）

吉

本

美
枝
子

塚松本井瀬井杵上

【”
社
会
を
明
る
＜
す
る
運
動“
民
間
協
力
者】
(

4

団
体）

（
甲

賀）

甲
賀
市
立
甲
賀

中学
校

（
甲

賀）

湖
南
市
立
石
部
中
学
校

（
甲

賀）

湖
南
市
立
日
技
中
学
校

（
長

浜）

え
き
ま
ち
起
浜
株
式
会
社

浜尚美和洋み照洋
佐 枝 つ
子子子子江子代子

（
甲

賀）

山

中

康

宏

（
近
江
八
幅）

池

田

純

一

（
長

浜）

藤

浪

正

明

臼
．

 

．

中学校を卒業した少年の保護観察
を担当しました。 育った環境や本人
の情緒が行動に影響を与えたのでは
ないかと考え、 母親と一緒に市の担
当者に相談をしました。 保護観察官
にコ ー ディネートし ていただいて
ケ ー ス会議を開き、 それぞれの知見
と情報をもとに保護観察を進めて行
きました。 その結果少年は地域の理
解を得て地元の協力雇用主さんのと
ころで働き生活しています。 地域の
つながりの中で少年は立ち直ること
ができました。

．

 

．

．

 

・

(C
―

•云ム油ヵラ．：〗］
少年は幼い頃から親戚のもとで生

活していました。 事件を起こして少
年院に送られることになりました。
社会に戻った後のために生活環境の
調整をしました。 保護観察官・地域
生活定着支援センタ ー の方も加わり
ケース会議を重ね、 受け入れチーム
の体制を整え見守る体制は強固にな
りました。 父親の勤務先の理解も得
られ、 少年は父親といっしょに暮ら
すことで仮退院となり保護観察がは
じめられました。

．

 

゜




